
BL09XUとその実験ステーションの立ち上げは、
サブグループ世話人の依田さんとその仲間及び共同
チームのご尽力によって順調に進み、わたしは現場
で苦労した覚えはあまりなかった。実験ステーショ
ンに使われる主な装置と設備の準備は数年前から着
手したが、様々な原因で、肝心な準備の総仕上げが
なかなかうまくできず、昨年運転の初期に、実験を
遂行する上でいろいろと急性あるいは慢性的な「物
資不足」に見舞われた。幸い依田さんの陣頭指揮で、
関係方面が「緊急空輸」などの処置を施したので、
わたしが現地に入ったときには、精密ゴニオメータ
ー等の装置がほぼ並んで、すぐに実験に入れる状態
になっていた。SP r i n g - 8の加速器と同じく、
BL09XUでの実験の立ち上げも早かった。その辺の
ことは今年1月の放射光学会での発表と、2月に核共
鳴散乱SGがまとめた小冊子「SPring-8 BL09核共鳴
散乱ステーション実験装置の整備状況と初期の実験
成果報告」に詳細な記述があるので、参照されたい。
この段階のことを飛行に例えれば、万障を乗り越え
て、とにかく離陸できたことに相当する。巡航の速
度と高度に到達したかどうかは、また別の視点が要
る。

非常に個人的な経験であるが、現段階BL09のビ
ーム強度はフラックスで考えると、同程度の実験条
件では、高エネ研のAR－NE3Ｘ線アンジュレータ
の2～3倍、密度で考えると、さらに5～10倍程度上
がる。一日2回の入射で、PFの2.5GeVリングと同じ
く、21バンチと20mAの蓄積電流で、リングの運転
は全く申し分のない出来映えであった。ビームが強
くなった利益を享受する一方、BL09の光源は
SPring-8では「標準」的な挿入光源であるため、か
つてARで世界最強のＸ線ビームを利用していた時
のような誇りと最高の実験を行わなければという使
命感が若干薄れていたことは否めない。研究の世界
では頭脳の創造性がものをいうと考えられがちだ

が、実験研究に限って言えば、実行チームの士気の
良し悪しは良い実験、特に難しい実験の成否を左右
する一面がある。士気を高める方法について、ユー
ザーサイドで色々と工夫と努力をしなければならな
いが、施設側が名実ともに世界最高の放射光、最高
の実験装備と環境を提供することも、士気を高揚さ
せる面においては非常に重要な役割があると感じ
る。一例を挙げると、宿舎と食堂は他の先輩格の共
同利用機関に比べて、格段に整備状況が良く、この
ような環境なら、長期滞在して、実験に専念しても
良いと院生諸君の話を耳にしたことがある。同じ実
験を十分な意欲のある人とそうでない人と行うと
き、結果に差がでることは容易に想像できる。

建設終了後、「功労者」が出るのはどの世界でも
同じである。ステーション建設に献身的な仕事をし、
苦労もした人たちにどう報いるかは、また実験グル
ープの士気にかかわることである。皆の利用施設で
ある以上、初期の段階からたくさんの利用者を迎え
入れる使命があることもわかるが、期間を限定して、

「功労者」達にマシンタイム上で優遇してもよいの
ではないかと思うときがある。何しろ建設の一翼を
担った大学側が共同チームのように自前のステーシ
ョンをもっていないし、いざビームが使えるように
なると、1ユーザーとして平等に考えることは果た
して公平と言えるかと疑問に思うときがある。

実験課題サブグループのメンバーは実験の達人ば
かりで、放射光が使えるようになると、実験そのも
のはほぼ順調に運ばれて、メニューの消化がマシン
タイム分配スケジュール通りにできた。しかし、落
とし穴もあった。関係者の誰もが実験課題に核共鳴
波長あわせのような調整時間を申請しなかったし、
実験スケジュールの割り振り側もその事情が認識で
きなかった。そのため、肝心のトップバッターの時
間（グループ世話人依田さんの課題）が波長調整に
消費されて、予定の実験ができなかった。サブグル
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ープ側はその点に認識不足があった。我々は当然の
ように立ち上げの時間が別枠にあると思って、実験
に臨んだが、事務側は放射光がハッチに入ると、正
味の課題時間と勘定するような節がある。核共鳴散
乱の波長調整に少し特殊事情があり、その分のマシ
ンタイムを最初の実験の枠に含めて特別に勘定して
貰うか、新たに調整専用の課題を申請するかについ
て、サブグループと事務側とが話し合って、認識の
統一を図りたい。

昨年の夏から、今日まで、課題の申請を既に3回
した。SPring-8の実験課題申請書は半年1回で、「賞
味期間」も半年である。これで、ユーザー側が常に
緊張状態にあり、研究にとっては非常に良い状況で
ある。さすがに民間法人のやることだと思ったりし
た。マシンタイムの分配を事務処理で対処すること
で、作業の効率化を図っているようだが、あれだけ
の数の課題を二ヶ月程度の作業でこなすには、課題
審査する側の作業量はさぞ大変であろう。申請書が
ＷＷＷに載っており、ユーザーにとって作文の負担
が大変低減できたと思うが、それでも半年一回の作
文、それに報告が負担となるときがある。提案課題
は新規、継続と緊急があり、その分類は事務的な側
面が突出しているように思えた。実験内容、又は要
求される実験時間によって、有効期限に差を付けて
もいいのではないか（例えば、長期という項目を設
ける）。何しろ、実験手法を開発するような課題に
ついて複数年にわたって作業し、数週間のマシンタ
イムを申請しているのに、半年で3日のマシンタイ
ムしか分配されない上、結果報告を要求され、半年
後また再申請しなければならない状況に少しばかり
の違和感を覚える。いずれにせよ、少し時間がかか
っても良いから、課題提案の分類について、実験の
ニーズに応じて、申請書分類の「品目」を拡充して
貰いたいし、評価基準も良し悪しの一点張りではな
く、提案側の研究意欲を沸き立てるような多種多様
な評価基準を整備して貰いたい。

BL09では、次々と核共鳴散乱の実験が行われる
一方、実験ステーションが立ち上がったかどうかが
よくわからないのが実状である。立ち上げに従事し
ている者が次々と新しい実験を手がけて、心情的に
一区切りにできない側面がある。一方、立ち上がっ
たと言う表現は完了形で、立ち上げ、R&Dのよう
な下方からの視点でない判断が求められる。何をも
って、誰が、あるステーションが立ち上がったかど
うかを判定するかは少し微妙な問題が含まれる。判

定基準となる目標を高く設定しすぎると、目標を達
成するまで時間がかかり、見かけ上立ち上げが遅く
なり、評判が落ちるリスクを背負う。かといって、
目標の設定が低すぎると、未完成なものが恰も完成
されたかのようにデビューさせ、また不評を買うこ
ととなる。誰が判定するかについても、議論を醸し
出す。最終的にユーザーグループが判定するという
原則論に落ちつくような意見もあるだろうが、放射
光の資源が寡占されている状況から見て、平均的な
ユーザーグループが強く意見を言えるとは思えな
い。建設側又は運営側の自主判定に委ねることが現
実的な話であろう。あるステーションを評価すると
き、論文数を数えることや、インパクトファクター
を吟味する、というのはよくある話で、これらは研
究活動の視点である。このような研究活動を支える
装備などのハード、そしてハード群と制御ソフトか
らなるシステムを合理的に評価することも必要にな
るであろう。施設の運転に高額な国費がかかる以上、
ユーザー側には常に研究成果が求められるのが当然
である。一方、SPring-8側には常に加速器をはじめ
として、実験装備とシステムを世界的に見て高いレ
ベルに維持し、更なる開発に努める義務を負う。こ
のような構図が放射光科学にとって理想像であるよ
うに思う。このために、SPring-8側に優れたハード
の設計とハード群と制御ソフトからなるシステムの
構築に詳しく、優れた実験をハードの面で支援する
エンジニアチームが現れることに期待したい。

張　小威　Zhang  Xiaowei
高エネルギー加速器研究機構・物質構造科学研究所
〒305-0801 つくば市大穂1-1

TEL：0298-64-5797 FAX：0298-64-5796
e-mail：xiaowei@mail.kek.jp 


